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はじめに
スポーツクライミングは， 日本全国に約 50万人の愛好者がいるとされる
老若男女に人気の生漉スポーツであり，ワールドカップなどの国際大会で日
本人選手が活躍している競技スポーツでもある。 2015年9月28日， 2020年
東京オリンピック大会組織委員会理事会は，大会開催地が国際オリンピック
委員会 CInternationalOlympic Committee，以下IOC)に推薦する追加種
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目候補として，野球・ソフトボール (2種目)，空手 (8種目)，スケートボー
ド(4種目)，サーフィン (2種目)とともに，スポーツクライミング (2種
目〉の 5競技 18種目を決定した。この決定によりスポーツクライミングは，
2016年8月開催予定の IOC総会において， 2020年東京オリンピック種目に
なることが最終決定される見込みである。しかしながら，この競技を構成す
る種目やルールなどについては，いまだ日本国内では一般に広く知られてい
るとは言えなL、。更に，スポーツクライミング施設については，生涯スポー
ツやレジャースポーツとしての商業施設は多々あるものの，競技スポーツの
ための公共施設は比較的少ない。そこで本研究では，スポーツクライミング
に関する様々な情報を紹介するとともに，スポーツクライミング競技の発展
J 
のために必要な育成システムや施設について言及することとした。
1.スポーツクライミングについて
1) スポーツクライミングとは
スポーツクライミングとは，フリークライミング(岩や壁を登る際，登る
行為の助けとなる道具を使わないスタイルのクライミング)から冒険性や危
険性を極力排除し，整備された環境でおこなわれるクライミングジャンルで
ある。一般に，生涯スポーツとしてのスポーツクライミングは，整備された
自然の岩場(写真 1-1)もしくは人工的に作られた壁(クライミングウオー
ル，写真1-2)で行われる。スポーツクライミングでは，クライミング専用
シューズやチョークパッグ(手の滑り止め用の粉を入れたノfッグ)などの用
具(写真 1-3)のほか，着地用マットやロープなど安全確保のための用具を
使用する。以下，本稿ではクライミングウオール安使用して行われるスポー
ツクライミングについて言及することとする。
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写真 1-1 岩場で行われるスポーツクライミング
写真左 :日本国内の岩場でのポルダリング (人物は都岳連所属ジュニア強化指定選手，左から盛
田康平選手，大高伽弥選手，関田涼一選手)。写真右.オーストリアの岩場(写真右手前の人物
は昔1岳連所属ジュニア指定強化選手で2014年ンーズンのポルダリング日本代表野中生萌選手)
写真 1-2 人工壁で行われるスポーツクライミング
左.明治大学和泉キャ ンパスの屋内人工壁。ボルダリングとルートクライミング兼用の屋内クラ
イミングウオール。
右 :神奈川県立スポーツセンターの屋外人王壁。ルートクライミング専用のクライミングウォー
Jレ。
写真 1-3 クライミングシューズ (左)，チョークバッグ (中央)
及び液体チョーク (右)
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2) スポーツクライミングの種類
スポーツクライミングは，登る高さや安全確保のためのロープを使うか使
わないかなどによって，ボルダリングとルート クライミングの 2種類に分類
される(表 1-1)。ルートクライミングは， ロープによる安全確保方法の違
いにより， リードとト ップロープに分けられる。
① ボルダリング
表 1-1 スポーツクライミ
ングの種類
。ボルダリ ング
0ルートクライミング
-ト ップロー プ
・リード
ボルダリングとは， 4メートルほどの高さまでのクライミングウオ ールを，
写真1-4 大学正課体育実技におけるボルダリング授業の様子
近年，大学正諜体育実技授業の実施種目としてスポーツクライミングが普及してきて
いる。写真は明治大学和泉キャンパスにおける正課体育としてのクライミング授業でボ
ルダリングを行っている様子。
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ロープを使わずに登るスタイルのクライミングである(写真ト4)。クライ
マーの落下や飛び降りに備えた安全確保用具として着地マットが必要となる。
ボルダリングでは，クライマー自身が使用する用具は，クライミング専用シュー
ズと手の滑り止め用の粉とその入れ物(チョークバッグや液体チョーク，写
真1-3)のみである。ボルダリングでは，クライミングウオールに取り付け
られたホールドや，ボリュームと呼ばれる突起物を手がかり足がかりとして，
時には壁そのものも使用しながら，指定されたスタートホールドからゴール
のホールドまで登ってゆく。ゴール後は，マット上に飛び降りるか，クライ
ムダウンするなどしてマットに着地する。ボルダリングはもっともシンプル
なクライミングスタイ lレといえる。
また，ボルダリングでは，大きくて掴みやすいホールドと登りやすいホー
ルド配置などで指定された簡単な課題から，小さくて掴みにくいホールドと
どうやって登ったら良L、かすぐにはわからないようなホールド配置で指定さ
れた難しい課題まで，様々な難易度の課題を設定することができる。したがっ
て，ボルダリングは，子供から大人まで性別に関わらず，初心者から上級者
までが，皆同じ場所でそれぞれの課題を楽しむことの出来るスポーツといえ
ょう。
② ルートクライミング
4mほどの高さまで登るボルダリングでは，着地マットを敷いてクライマー
の安全を確保するが，それ以上の高さを登るときには，ハーネスという用具
を装着し，若干の伸縮性を持つクライミング専用ロープ(クライミングロー
プ〉をノ、ーネスに結びつける。このロープの反対側には，クライマーの落下
に備えて安全確保をする役割の者(ビレイヤー)がハーネスと確保器を用い
てクライミングロープを制御し，クライマーの安全を確保する。ルートクラ
イミングでは，クライミング用ロープやハーネス(写真 1-5)などのクライ
ミング専用道具を使うが，これらの道具は壁を登るための助けとして用いて
96 明治大学教養論集通巻509号 (2015・9)
写真 1-5 ルートクライミングで用いられるロープとハーネス
いるのではなく，あくまでもクライミング中にクライマーが落下する際に備
えた安全確保用の道具として用いているものである。なお，ルートクライミ
ングにはリードとト ップロープの 2つのスタイルがある。
a. トップローブ
トップロープとは，あらかじめゴール付近の最上部 (トップ)の支点にロー
プを通し，その末端をクライマー側にハーネスを介して結びつける。そして
ロープの反対側をビレイヤーが確保器を介してクライマーの安全を確保しな
がら，登ることのできるクライミングスタイルである (写真 1-6左)。安全
写真 1-6 トップロープクライミングとリードクライミング
明治大学正謀体育実技でト ップロー プクライミング (左)とリー ドクライミング (右)
をする大学生。
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確保のためのロープが常にクライマーよりも上部の支点からおりてきている
ため，クライマーが落下した際には，比較的短い落下距離のみでロープにぷ
ら下がることになるため，初心者でも安心してルートクライミングを楽しむ
ことのできるスタイルである。
b. リー ド
リードとは，クライミングウオールに設置された固定金具(ボルト)に取
り付けられたロープをかける道具(クイックドロー)にクライマー自身がロー
プを通しながら，安全を確保しつつ登っていくスタイルのルートクライミン
グである(写真 1-6右〕。 トップロープよりも落下距離が大きいため， リー
ドをするためには，クライマー側もピレイヤー側もトップロープよりも高い
危険回避技術および驚著書技術が求められる。
2. 日本のスポーツクライミング施設とクライミング人口に
ついて
つぎに，日本におけるスポーツクライミング摘設数とクライミング人口に
ついて述べる。
1) 日本のクライミング施設について
① 民間クライミングジム庖舗数
日本のクライミングジム居舗数を報告したウェブサイト (http://
bouldering-log.comj)によると.2015年l月現在，日本の民間クライミン
グジム庖舗数は353となっている(表2-1)。東京都の民間クライミングジ
ムは60鹿舗であり，その数は全国で最も多いことがわかるo一方，民間ク
ライミングジムが一つもないのは，鳥取県と長崎県の 2県であった。
また，毎年9月における民間クライミングジム庖舗数の年次推移(図2-
1)をみると，統計報告のある 2008年から毎年増加していることがわかる。
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表 2ーl 都道府県別クライミングジム庖舗数 (2015年l月現在.353施設)
北海道 北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島
東北 8 3 3 4 2 7 
関東
東京 埼玉神奈川 千葉 茨城 栃木 群馬
60 15 25 12 6 1 5 
北信越
富山 石川 福井 山梨 長野 新潟
5 4 4 8 6 
東海
岐阜 静岡 愛知 三重
15 12 27 4 
近畿
滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山
2 6 32 14 4 4 
中国 島根 岡山 広島 山口 鳥取 徳島 愛媛 高知 香川
四国 3 4 4 。 3 
九州
福岡 佐賀 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄 長崎
15 3 2 2 。
(http:/bouldering-log.comjより作成)
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図2-1 クライミングジムJ苫舗数の推移
(http:/mickipedia.blogl13.fc2.comjblog・entry-84.html及び http:/bouldering-log.
comjより)
2014年 9月時点の民間クライミングジム庖舗数 343庖舗は. 5年前の 2009
年 9月 114庖舗の 3倍となっており，日本におけるレジャースポーツとして
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のクライミング人気の高さがうかがえる。この年間平均数十居舗もの民間ク
ライミングジム増加傾向がいつまで続くのかはわからないが， 2015年にお
いても民間クライミングジムの新設が続いていることを勘案すると，今後し
ばらく脂舗数の増加傾向は続くことが予想できる。
② 公共スポーツクライミング施設数
民間のクライミング専用ジム唐舗ではないがクライミングウオールを設置
している施設を日本地図上にプロットしたマップを掲載していあウェブサイ
ト (http://www.boulderer.net/article/198666683.html141) によると，
2015年 1月現在でその数は約 140施設となっている。これらの施設には，
クライミングウオールが設置された民間フィットネス施設，中学高校などの
学校施設，アウトドアスポーツ庖舗，公共スポーツ施設などがリストアップ
されている。このうち，クライミングウオールが設置された公共スポーツ施
設についてみると，以下のことが推測できる。すなわち， 1) 47都道府県持
ち回りで毎年開催される国民体育大会山岳(クライミング)競技の競技会場
として設置され，その後も選手育成・強化や普及のために管理運営されてい
る施設や， 2)都道府県レベルの山岳協会/連盟やクライミング協会/連盟が，
タレント発掘，選手育成・強化を目的として設置したクライミング専用施設，
更には， 3)主にレジャースポーツとしてのスポーツクライミング普及のた
めに，既存の体育館などに設置されたクライミングウオールなど，その設置・
運営形態は様々である。これらのスポーツクライミング施設において，競技
普及，選手育成，選手強化の面から最も良いと思われる設置形態は，屋内設
置でクライミング専用スペースが確保されているものだといえよう。この観
点、からみると，東京都内で喰一，公共の嵐内クライミングウオールを設慣し
ている東久留米市スポーツセンターのクライミング用ウオールは，都岳連が
スポーツクライミング競技の普及や選手育成・強化のために優先的に利用で
きるわけで色なく，利用の度に有料申請をする必要があるため，極めて利用
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しにくい設置形態である。更に，東久留米市スポーツセンターは都心から遠
く離れていること，東久留米市の施設であるため，都の施設ではないので利
用者の範囲も極めて限定されてしまう。したがって，東京都には，都民が均
しく利用できる公共スポーツクライミング施設はない。
なお，表2-1からわかるように，鳥取県と長崎県には，民間クライミング
ジムが一つもなL、。しかしながら，両県においては，公共クライミング施設
が充実していることから，国体山岳(クライミング〕競技においては全国的
にみて強豪県である。更に，民間クライミングジムが 1J苫舗のみの福井県に
おいては，福井県山岳連盟および福井県スポーツクライミング協会の管理の
下，県立のスポーツクライミング施設(福井県クライミングセンター)を運
営し，競技選手育成や強化を積極的に行っている。その結果，すでにユース
世代の日本代表選手をはじめとして強豪選手を輩出している。このように，
民間クライミングジム施設数の多少に関わらず，公共クライミング施設が設
置され，山岳協会/連盟やクライミング協会/連盟が管理運営している自治
体がクライミング競技の強豪県である事実は大変興味深い。
2) スポーツクライミング競技人口について
日本のクライミング人口を正確に把握することは困難であるが，いくつか
の客観的数個から推定することはできる。日本において，あるスポーツの競
技人口を調査する場合， レジャー白書などの定義により「競技人口とは過去
l年以内に l回以上そのスポーツをしたことのある人口」としている。この
定義から植田は， 1"過去 l年以内に l回以上クライミング施設に行ったこと
のある人口」を推定している。その結果， 日本のクライミング人口を50.2
万人であると推定している (htp:j jmickipedia. blogl13.fc2.comjblog引 lt
ry-82.htmJ)。さらに植田は，スポーツクライミング競技人口を他のスポー
ツと比較し，柔道よりも約 10万人少なく， トライアスロンよりも約 10万人
多いことを示している (http://mickipedia.blogl13.fc2.com/blog-entry-9
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l.html)。クライミングジム眉舗数の増加傾向，大学などでの正課および課
外活動の普及状況，更には 47都道府県が参加する国体山岳競技の普及状況
から判断すると，スポーツクライミング人口は今後もしばらく増加していく
ものと考えられる。早ければ数年後にはクライミング人口が柔道人口を追い
越すことになるかもしれなL、。もし，オリンピック・パラリンピックにスポー
ツクライミングが採用されることになれば，スポーツクライミング競技人口
的は爆発的に増加していくに違いなL、。スポーツクライミングがメジャース
ポーツになる日はそう遠くないかもしれない。
3. スポーツクライミング競技について
国際スポーツクライミング連盟(InternationalFederation of Sport 
Climbing.以下.IFSC)が定める国際ルーノレに基づいて開催されるスポー
ツクライミング競技は，ボルダリング， リード及びスピードの3種目である
〈表3-1)。スポーツクライミング競技は，オリンピックのスローガンとなっ
ている“Citius，Altius， Fortius"すなわち「より速く，より高く，より強
く」の全ての要素を備えた競技スポーツである。詳しくは以下に述べるが，
スピードは「より速くJ.リードは「より高くJ.そしてボルダリングは「よ
り強くJにそれぞれ対応した種目であり，今後オリンピックへの参加が期待
される魅力ある競技スポーツのーっといえる。
表3-1 クライミングスタイル，競伎種目および
オリンピックスローガンの関係
クライミング
種目
オリンピック
スタイJレ スロー ガン
ボルダリング ボルダリング より強く
ルー ト リー ド より高く
スピー ド より速く
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① ボルダリング
ボルダリングは，約4メートル程度高さのクライミングウオールに，スター
トからゴールまで 4~12 個のホールドで作成されたコ ー ス (課題) が複数
(通常 1 ラウンドあたり 4~5 課題)設定され，設定された時間 (通常 1 課題
あたり 4~5 分) 内にゴールまで到達 (完登) できた課題数で競い合う種目
である (写真3-1)。完登できた課題数が同数の場合は，完登に要したトラ
イ数(以下，アテンプト数)の合計数が少ない順に順位が付けられる。また，
完登数及びアテンプト数が同数の選手がし、た場合は，スター トからゴールの
中間点付近に設定された 「ボーナス」ホールドまで達することのできた課題
数が多い順に上位となる。それでも同順位の場合は，ボーナスに達したアテ
ンプト数の少ないJI聞に上位となる。通常，予選，準決勝 (20名)，決勝 (6
名)の 3ラウンド制で実施される。ボルダリングでは，一手先のホールドを
保持することが難しい課題や，スタート姿勢をとることすら困難なホールド
配置の課題など，様々な発想、や力強さ (rより強くJ)が求められる種目であ
る。
写真3-1 ボルダリング
2014年8月ドイツミュンへンにて開催されたポルダリング世界選手権に出場した日本
代表女子2選手 (右 都岳連所属の野中生萌選手，左:2014年ボルダリングワールド
カップ年間総合優勝者野口啓代選手)
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② リード
リードは，幅 4-5メートル，長さ 15-20メートルで，平均 40個程度の
ホールドで作成されたコース (ルート)を手がかり足がかり としてゴール
(完登)を目指して登っていき，その最高到達点 crより高くJ)で競う種目
である (写真 3-2)。この種目の競技大会は通常， 予選，準決勝 (26名)，決
勝 (8名)の3ラウンド制で実施される。
写真3-2 リー ド
2013年10月開催の東京国体山岳競技リ ード成年女子決勝の様子。
決勝に進出した東京都成年女子チーム (左 :松島由希選手，右 小川弥生選手)
(写真は http:jIwww.climbing-net.com/wp-content;up1oads/2013/10/tokyo 
R.jpgより引用)
③ スピード
スピードは，長さ 10メートルまたは 15メ トールのあらかじめ形状やホー
ルドの配置が統一されたクライミングウオールで，スタ トーからゴールまで
いかに速く到達するか crより速くJ)を競う種目である。またスピードには，
レコードフォーマ ット (写真 3-3)とクラシカルフォーマ ット (写真 3-4)
の2つのスタイルがあり，ワール ドカ ップや世界選手権などで実施されてい
るスピー ドは， 15メートルレコードフォーマ ットである。15メートルレコー
ドフォーマ ットの男子世界記録は，ウクライナの選手が 2014年にマークし
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写真3-3 スピード(15mレコードフォーマ y 卜)
世界記録が公認される 15mレコードフォーマットでのスピード種目の様
子(http://www.edytaropek.pl/imagesFCK/image/20100915-04-M.jpg)
写真3-4 スピード (クラシカルフォーマット)
2014年 12月に開催された第 l回日本学生スポーツクライミング対校選手権大会ス
ピード種目 (クラシカルフォ ーマット)決勝の様子。日本にはスピー ド専用ウオー
ルが一つもないため，都内所在会場校のルートクライミング用ウオ ールをスピード
仕様に変更して大会を実施。
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た5秒60(2014年9月樹立)，同女子世界記録は，ロシアの選手の7秒74
(2015年7月樹立)である。レコードフォーマットでは，壁の幅，高さ，傾
斜，壁表面の処理，ホールド取り付け用ボルト穴の位置，ホールドの形状，
ホールドの位置や角度，計時機器など，全てがIFSCから公認された設備・
機器を用いて競技が行われるため，世界のどこで開催されても記録が比較可
能となる。スピードは，スポーツクライミング競技3種目の中で最も競技性
が高く，観客にも競技結果がもっともわかりやすい種目といえよう。にもか
かわらず，日本にはスピード種目のレコードフォーマット用クライミングウオー
ルは一つも存在しな，~、。したがって， 日本にはスピード種目の専門選手を目
指したくてもその手段がないという現状である。しかしながら，後述するほ
とんどの関際大会において， リード，ボルダリング，スピードの 3種目が実
施されており，我々は，日本におけるスピード種目強化の必要性はきわめて
高いものと認識している。
4.圏内外の主なスポーツクライミング競技大会
この競技の国際的な統制は IFSCが行い， 日本国内においては IFSCの加
盟団体である日山協が行っている。主な競技会は，国際競技会としては偶数
年に 2年毎に行われる「世界選手権j，毎年各種目 8大会ほど開催され，そ
の総合得点で競う「ワールドカップj，14歳以上19歳以下のいわゆる「ユー
ス世代」の競技者が参加する「世界ユース選手権」およびIFSCの各大障の
統括を但当する大陸別評議会 CContinentalCounci!)主催の「大陸別選手
権jr大陸別ユース選手権」が開催されている。圏内においては，国民体育
大会山岳競技会，ジャパンカップ， 日本選手権，日本ユース漕手権，学生選
手権，高校選抜選手権等が行われている(表4-1)。
表4-1の国際大会をみるとわかるように，ほとんどの競技大会においてボ
ルダリング， リード，スピードの3種目が実施されている。しかしながら，
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表4-1 国内外の主なスポーツクライミング競技大会
圏内大会 国際大会
• JAP AN CUP (L， B) • World Cup (L， B， S)
-日本選手権 (L) • World Champion-
(13歳以上) ships (L， B， S)
トップレベル
• European Cham-
pionships (L， B， S) 
• Asian Champion-
ships (L， B， S) 
(16歳以上)
-ユース選手権 (L，B) • World Youth Cham 
-全国高等学校選抜 (L) pionship (L) 
ユース
-クライミング選手権 (L) • European Youth 
(14歳以上-19歳以下〉 -ジュニアオリンピックカップ (L) Championships (L， 
B， S) 
• Asian Youth Cham 
pionship (L) 
-国体山岳競技 (L，B) 
-日本学生対校選手権 (B，S) 
-日本学生偶人選手権 (B，S) 
その他・一般 • MAMMUT CUP (L) 
• The North Face Cup (B) 
• FIVE TEN CUP (L， B) 
• BLoC (B) 
注:(L) リー ド (B)ボルダリング (S)スピー ド
日本国内トップレベル及びユースのスポーツクライミング競技大会は，
IFSC規則に則って実施されているにもかかわらずスピード種目はほとんど
実施されていなL、。唯一，学生選手権(対校選手権および個人選手権)にお
いてのみスピード種目が実施されている状況である。
なお，一般にはあまり知られていないが，日本選手はユース世代からフル
代表世代まで，多くの選手が国際舞台で活躍しておりその競技レベルはとて
も両い。
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5. スポーツクライミング競技強豪固
IFSC発表の 2013年及び2014年シーズンの国別ランキングを表5-1，表5-
2に示した。日本は 2013年， 2014年ともに 3種目中 2種目でランキング3
位以内に入っており，強豪国の一つに数えることができる。また，フランス
は伝統的にリード種目において非常に高い実力を持っていたが， 2014年シー
ズンには全ての種目において3位以内に入るという快挙を成し遂げており，
最新の強豪固ということができる。また，オーストリアは， 2013年， 2014 
年シーズンともにリードおよびボルダリングにおいて 1，2位にランクイン
していることから，安定した強豪国といえよう。急速に強化してきたフラン
スや安定して世界のトップレベルを維持しているオーストリアの強化システ
ムなどについて知ることは， 日本の強化の一助となるであろう。
また，ボルダリング， リード，スピードの 3穣自のワールドカップ総合得
点で順位づけされる 2014年シーズンワールドカップ個人総合ランキングの
表5-1 2013年シーズン種目別国別ランキング
よぞ リー ド ボlレター リング スピード
l位 日本 オース卜リア ロシア
2位 オーストリア 日本 ポーランド
3位 フランス ロシア ウクライナ l 
'--
表5-2 2014年シーズン種目別国別ランキング
よぞ リー ド ボルダリング スピード
1立 オーストリア 日本 ロシア
2位 日本 フランス ポーランド
3位 フランス ドイツ フランス
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女子の部をみると，上位 10名中， 日本人選手が6名もランクインしている
ことから. 2014年ワールドカップシーズンにおける日本女子選手の活躍が
いかに目覚ましかったかがわかる。
6.クライミング強豪国における選手強化システム
前述のように，日本のスポーツクライミング競技レベルは世界ト、yプクラ
スである。しかしながら，日本のトップ選手をとりまく状抗は決して良いと
はいえなL、。ここでは，毎年優秀な選手を数多く輩出しているスポーツクラ
イミング強豪国の一つであるオーストリアにおける選手強化システムについ
て紹介する。
オーストリアには，スポーツクライミングを対象とするクライミング協会
CAustrian Climbing Federation， OEWK)があり，ケルンテン，ニーダー
エスターライヒ，アッパーオーストリア，ザルツブルグ， シュタイア一マ
ルク，チロル，フォラルルベルク，ウィーンの 8つの州の協会で構成され
ている。また，各列、!の協会は独自の強化システムを持，っており，各州でトッ
プレベルになった選手は国から選考され“LLZ"と呼ばれるナショナルチー
ムに所属することとなる。このシステムは，いわゆるブロック先行の選手強
化システム(図6-1)と呼ばれ，良好に選手強化機能が果たされている。
また，オーストリアの強化システムの内容は，様々なスポーツ科学的研究
成果を積極的に導入することによって作成され，クライミングに特化したト
レーニングが体系的に行われている。特に基礎期や筋肥大期で行われていた
トレーニングは，器具や動作は異なるものの，他のスポーツでも行われてい
る方法論に基つ。いて行われている。しかしこのようなトレーニングやコンディ
ショニングが， 日本のクライミング界ではいまだ定着していなL、。この理由
のーっとして， 日本はオーストリアと異なり，チームでなく個人で活動して
いるクライミング選手が多いため，有用な情報が広く伝わりにくくなってい
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各州の協会
による強化
Fun climbing 
図6-1 オーストリアにおける選手強化の仕組み (ブロック先行型)
各州の協会が独自のプログラムに則って強化を行い，競技者をナショナルチームに
吸い上げる方法.日本では，サッカーや卓球で行われている (西谷&山本，登山
研修20日より)。
写真6-1オース卜リア Imstの公共クライミング施設
オーストリアでは，このような充実した施設を強化指定選手が優先的
に利用できるシステムをとっている。
る可能性が考えられる。日本では，昨年から日本代表選手会が発足し，やっ
と代表選手の意見がチームとして反映されつつある状態である。
さらに，オース トリ アと日本のク ライミ ングジムを比較すると， ジムの規
模や壁の高さ，ホールドの配置や課題の質などが大きく 異なるため，オース
トリアの方式を日本でそのまま実践するには限界がある。オーストリアのク
ライミ ング施設(写真6-1)は，公的に運営されている施設があるため，選
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手を最優先とした練習環境が保障されている。この点については，民間商業
クライミング施設で一般の利用者に混ざってトレーニングを行わなければな
らない白本選手と比較して，オーストリア選手をとりまく続習環境は良好で
あることがわかる。したがって今後は， 日本で公共クライミング施設の充実
と組織的な強化システムを構築していくことで， 日本のスポーツクライミン
グ競技レベルそ更にあげることが期待できるo なお，スポーツクライミング
競技3種目全てで3位以内となったフランスにおける選手強化システムにつ
いて今後調査していきたい。
7.公共スポーツクライミング競技施設の現状について
1) 国際大会
先述のヨーロッパを中心とした国別ランキング上位国で開催される国際大
会は，非常に規模の大きな競技施設で行われることが多い。例えば， 2002 
年より毎年リード種目及びスピード種目のワールドカップ及び大陸別選手権
等の国際大会が開催されているオースト 9ア，チロjレ，'1イムストにある競技施
設は，高さ 22メートル，最大ルート長25メートル，壁面積840平方メート
ルの畳内施設と， 2010年に完成した高さ 21.5メートル，最大ルート長28メー
トル，臆面積1，312平方メートルの鹿外施設で構成されており， ヨーロッパ
最大級の規模を持つ (http://www.kletterzentrum-imst.at/)0 2009年以
前は屋内施設で国際大会を開催してきたが， 2010年より慮外施設で競技を
行い，屋内施設は選手のアップゾーンとして利用されている。大会開催期間
以外は，一般に有料で開放されている。ボルダリング種目及びスピード種目
の悶際大会は，そのクライミングウオールの建設の簡便さから，大会毎に仮
設で行われることが多い。
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2) 圏内大会
日本国内のリード種目の大会で使用される施設は，その多くが国民体育大
会の開催に合わせて設置されたものである。その仕様は， r国民体育大会山
岳競技規則集』の中に規定されており，場所により若干の壁面の凹凸の違い
はあるものの，ほぼ閉じようなクライミングウオールが全国各地に設置され
ている。しかしながら，その仕様は高さ 15メートル，幅4メートルのクラ
イミングウオールが2基というもので，ヨーロッパで使用されている施設と
比較すると，非常に規模が小さい。また，多くの施設が屋外に存在するにも
かかわらず，十分な雨対策が行われていないため， ìll~天時の大会運営が困難
な状況にあり，ウオールのコンディションにも影響がある。
また，国民体育大会においては2008年の大分国体よりボルダリング種目
も実施されているが，導入後全ての大会において仮設で行われているため，
ボルダリング種目の競技施設というものはほとんど見当たらなL、。そのため，
ボルダリング種目の大会は，民間のクライミング施設を貸し切って行われる
こともあり，その場合競技エリアはもちろんのこと十分な観戦スペースも確
保できないため非常に問題である。
スピード種目については，その記録が公認されるレコードフォーマットの
スピードウオールが国内に一つも存在しなL、。そのため，現状では日山協主
催のスピード大会は開催されていない。このことは，スピード種目のワール
ドカップ日本代表選手選考大会が存在しないことを意味し， リード，ボルダ
リング，スピードの3種日から成るスポーツクヲイミング競技の普及・発展
を考える場合，大変大きな問題である。なお，都岳連加問団体である全日本
大学スポーツクライミング協会では， 2014年度より，東京都学生選手権大
会 (2014年5月開催)， 日本学生対校選手権大会 (2014年 12月開催， 2015 
年9月開催)及び日本学生個人選手権大会 (2015年3月開催)において，
スピード種目を正式種目として採用し，すでに実施している。しかしながら，
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これらの大会ではあくまでもクラシカルフォーマットでのスピード種目開催
(写真3-3)であり， IFSCが記録を公認するレコードフォーマットでのスピー
ド競技大会の開催が望まれる。
8.東京都に公共スポーツクライミング施設が必要な理由
以上述べてきたように，①スポーツクライミング競技選手の発掘・育成・
強化のためには，民間商業クライミングジムではなく，公共スポーツクライ
ミング施設の存在が重要であること，②既存のクライミングウオールの規模
を上回る，国際基準のクライミングウオールが必要であること，⑤IFSC主
催3種目(リード，ボルダリング，スピード)のうち，日本国内にはスピー
ドウオール(レコードフォーマット)が一つもなく，スピード種目の開催が
不可能なことなどから，東京都には，以下の仕様の公共スポーツクライミン
グ施設が必要であると考える。
なお， IFSCが主催する国際大会は， R地方都市での開催が多く一国の首都
で開催された国際大会は，過去5年間で9件のみである。特に，ワールドカッ
プは各種目 lシーズンにつきおよそ 8大会が世界各地で開催されるため，交
通の便が良い首都以外での開催は移動に時間がかかることが多く，選手への
肉体的負担が大きい。そのため，東京という先進国の首都にスポーツクライ
ミングの競技施設を設置することは，世界からも求められているといっても
過言ではない。
また，近年の国内外におけるスポーツクライミング競技の普及・発展状況
を考えると，今後，スポーツクライミングがオリンピック種目に追加される
可能性は高いものと考えられる。直近の状況においても， 2014年 12月8日，
国際オリンピック委員会(以下， IOC)臨時総会にて， 2020年オリンピッ
ク・パラリンピック東京大会での種目追加と，開催都市である東京にその追
加種目提案権が認められ crアジェンダ2020J)，その決定が20日年8月に
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なされるとの発表があった直後である。現在，野球・ソフトボール，空手な
どの統括団体が立候補を表明しているが，野球・ソフトボール及び空手と，
スポーツクライミングにおける競技人口及び実施国数のどちらを比較しでも，
スポーツクライミングの方が圏際的に普及度は上であることは明らかである。
実際，スポーツクライミングは， 2020年東京オリンピックの追加種目とし
てIOCに推薦されることが決定した。前述のように， 日本のスポーツクラ
イミング選手の競技成績は世界トップレベルであり，加えて，パラクライミ
ング(視覚障害の部)においても， 2014年9月スペイン開催の世界選手権
では，全盲またはほぼ全盲(光を全く感じないか，光を感じても手の影を認
識できない)の B1クラス男子および，弱視(手の影が認識でき，矯正後の
視力が0.03未満，または視野が5度未満のクラス)の B2クラス男子の両
クラスで優勝していることなどからも，今後，スポーツクライミング競技が
オリンピック・パラリンピックの正式種目に追加される可能性は高L、。また，
スポーツクライミング競技が2020年オリンピック・パラリンピック東京大
会で正式種目として採用されなかったとしても，それ以降の大会には遅かれ
早かれ正式種目として採用されるであろう。
以上のことから，東京都の利便性の高い場所に公共スポーツクライミング
競技施設を設置する社会的意義は極めて高いといえよう。
9.必要な公共スポーツクライミング施設仕様概要
以上の論議から，東京都に設置すべき公共スポーツクライミング施設の概
要について以下に列挙する。
1) 設置場所:東京23区内もしくは交通利便性の高い都内。
2) 設置形態:スポーツクライミング競技「専用」施設。
クライミングウオールは屋内に設置。
3) 仕 様 :0リード壁:幅20m (幅5mX4ルート分)，高さ:17m 
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程度
。ボルダリング壁:幅20m (幅4mX5課題分)2基，高
さ4m程度
。スピード援:帽12m (幡3mX4レーン)，高さ 15m
Oフロア:5000人程度の観客が座れるスペース(パイプ
椅子などで〉
Oアイソレーションルーム:大会時の選手隔離用スペース
O会議室:プロジェクタ，スクリーンなど
O他の設備:電動式高所作業機など
4) 管 理:都の非常勤職員として 2名程度
5) 運 営:東京都山岳連盟競技部スタッフなどが中心となって諸行事
を企画・運営できることが望ましL、。
10.公共スポーツクライミング施設を用いた事業について
東京都公共スポーツクライミング施設で想定されるクライミング関連事業
を以下に列挙する。
1) スポーツクライミング競技大会の開催
Oワールドカップ(リード，ボルダリング，スピード)， 日本選手権
(リード，スピード)，ジャパンカップ(リード，ボルダリング)，大
学選手権，日本ユース選手権，高校選手権など
2) 日本代表選手強化合宿等
0ワールドカップ準決勝・決勝進出を想定した実践的トレーニング。
。フル代表，学生代表，ユース代表選手など奇対象とした知的トレーニ
ング
O日本代表を目指す選手を対象とした強化合宿
0東京都強化指定選手を対象とした定期的トレーニング
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3) 代表選手ヘステップアップを目指す選手のための育成行事
4) タレント発掘行事
5) 公認審判員講習会，審判員研修会等
6) 課外活動利用(中学，高校，大学などの部活動〉
7) ファンクライマーのためのクライミングスクール
8) 障がい者クライマーのためのクライミングスクール(視覚障がい者，
聴覚障がい者，肢体不自由者〉
9) ほか
まとめ
本研究では，スポーツクライミング競技に関する諸事情を解説した後，公
共スポーツクライミング施設が東京に必要な理由，必要な公共スポーツクラ
イミング施設の概要，更には，公共スポーツクライミング施設を用いた事業
などについて述べた。本研究で言及したスポーツクライミング競技施設は，
圏内既存施設規模をはるかに超えている。しかしながら，今後のスポーツク
ライミング競技の発展及び強化を考えると，前述規模の施設をつくることが
極めて重要であると考える。
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